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On the Internet Addiction and Heavy Users of Games 
among High School Students: 







Although addiction to the Internet has been one of the serious social problems, surveys targeting high school 
students are neither qualitative nor quantitative enough. We conducted a web survey of 500 high school students 
and examined their status of the Internet addiction. As a result, 26.2% were diagnosed with high risk user group, 
39.8% with potential risk user group, and 34.0% with general user. It has also been discovered that heavy users 





2019 年 5 月 25 日に開催された世界保健機関（WHO）の総会で，国際疾病分類第 11版（ICD-11）
に「ゲーム障害」を入れることが正式に承認され，近年オンラインゲームへの「依存症」に関する報
道が増えてきた。2013年には厚生労働省の公募研究班が「ネット依存」が疑われる「病的な使用」を
している中高生は 51万 8千人と発表して人々を驚かせたが，2018年 9月の報道ではこれが 93万人に
増えている（「東京新聞」2018年 9月 1日付ほか）。ネット依存に早くから警鐘を鳴らしていたKimberly 
Young（1998）以来，ネット依存の問題に関してはわが国でもさまざまな領域で研究が継続されてき
た（阿部 2017; 大嶋・小田 2017; 遠藤 2013, 2016; 樋口 2013a, 2013b, 2014, 2017, 2018; 石川 2017; 掛
札 2016; 三原・樋口 2016; 岡田 2014; 田澤 2015）。われわれも 2015年から 2018年にかけて前橋市教







その結果は伊藤（2016, 2017, 2018a, 2018b, 2019）等に示した通りであるが，この調査研究で分かっ





調査の結果判明した，生徒たちのネット依存判定の様子である（伊藤 2019: 6）。縦軸に中学 2年生の
段階での判定結果，横軸に中学 3 年生の段階での判定結果を示してある。2 年生の時点で一般使用者
だった群では 7 割以上が 1 年後も一般使用者のままで，2 年生のときに高リスク使用者と判定された
群では半数が 3年生になっても高リスク使用者にとどまっている。調査対象となっているのはすべて
市立中学校の生徒なので，ほぼ全員が高校入試を控えているはずである。このデータは，調査を行っ
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医療センターの樋口医師の著作（2013a, 2013b, 2017, 2018）でも高校生の患者が多数いることが指摘さ
れていることを考えると，わが国におけるネット依存の問題を論ずる際に高校生を対象とした調査は
避けては通れない課題であるといえる。 
















学年は特に指定しなかったが，結果的に，高校 1年生 175名（35.0％），2年生 152名（30.4％），3
年生 173 名（34.6％）と各学年ほぼ同数となった。居住地域も特に指定しなかったが，結果的にほぼ
すべての都道府県の高校生が回答者に含まれ，最も多かったのは大阪府の 45 名（9.0％）で，以下，



















マートフォンと答えている。パソコンは 25名（5.0％），タブレットは 14名（2.8％）であった。 
 
 
図 2. 普段使っているネット機器（複数回答 n=500） 
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答になった。LINE は 85.0％が「よく使う」と答えており，「たまに使う」「あまり使わない」を加え









図 4 ネット依存度の診断（学年別） 
 
図 5 ネット依存度の診断（男女別） 
全体の診断結果は，一般使用者 170名（34.0％），潜在的リスク使用者 199名（39.8％），高リスク使


























図 6 ゲームのユーザータイプ（男女別） 
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図 8 ネット依存度の診断（ゲームのユーザータイプ別） 
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図 10 最近一カ月でプレイしたゲームの数** 
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43名の 11.6％（5名），ライトユーザー93名の 2.2％（2名）が「50,000円以上」と回答している。 
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図 13 ゲームのどこに魅力を感じるか 
医療関係者の間では，依存の危険が特に高いゲームは，MMORPG（Massively Multiplayer Online Role 






























































① 高リスク使用者：合計得点が 44点以上，あるいはA要因 15点以上，B要因 13点以上，C要因
14点以上のすべてに該当する場合。 
② 潜在的リスク使用者：合計得点が 41～43点，あるいは，要因別得点が A 要因 14 点以上，B 要
因 12点以上，C要因 12点以上のいずれかに該当する場合。 
③ 一般的使用者：総得点が 40点以下で，要因別得点がA要因 13点以下，B要因 11点以下，C要
因 11点以下である場合。 
（4）3時間という基準に積極的な意味があるわけではない。Alter（2017=2019: 291）は「研究による
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